
 

 

 

 

 

時 間 午後２時００分～ 

会 場 第３・４委員会室 

 

市長記者会見資料 

 

 

 

【報道発表資料】 

１ 令和７年第４回市議会定例会の議案について 

 

２ インフルエンザの状況について 

 

３ 日常生活用具給付等事業にスマートフォンを追加 

～情報・意思疎通支援用具として給付対象に～ 

 

４ 学生のアイデアを活かした取り組みについて 

 

５ 八王子の魅力ある子育て環境を発信 

～市公式インスタグラムの開設・子育て応援サポーターの活動発信～ 

 

６ 獣害対策について 

 

【お知らせ】 

７ 第１６回 ロケーションジャパン大賞にノミネート！ 

～アニメ「日々は過ぎれど飯うまし」×八王子市～ 

 

【取材案内】 

８ デフリンピックのメダルケースを市内事業所が製作 

 

令和７年（２０２５年）１１月２１日   



 

 

                

令和７年第４回市議会定例会の議案について 

令和７年（２０２５年）１１月２８日に開会する「第４回市議会定例会」には、補正

予算など４４件の案件を提出しています。 

１ 議案の概要 

案 件 件 数 備 考 

補 正 予 算  ２件 一般会計及び国民健康保険事業特別会計 

条 例 関 係 １６件 
新設    ３件 

一部改正 １３件 

契 約  ３件 
工事請負契約 １件 

減額貸付   ２件 

指定管理者 ２１件 指定管理者の指定 

そ の 他  ２件 
一部事務組合の規約変更 

損害賠償の和解 

計 ４４件  

 

２ 改正準備を行っている条例 

（１）八王子市職員の給与に関する条例 

（２）八王子市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例 

（３）八王子市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例 

（４）八王子市長等の給与に関する条例 

【主な内容】 

・給料月額を平均 3.4％引上げ（改定額 平均 11,295円） 

・初任給月額の引上げ（大学卒：242,000円（16,500円増）） 

・期末・勤勉手当の 0.05月分引上げ（4.85月⇒4.9月） 

・市長等特別職の給料月額及び市議会議員の議員報酬の引上げ 

（市長等特別職：４～７万円）                 

（市議会議員 ：４～５万円） 
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＜問い合わせ＞ 

議案について    総務部法制課長 小澤 電話０４２－６２０－７３４７ 

補正予算案について 財政部財政課長 秋間 電話０４２－６２０－７２０９ 

令和７年（２０２５年）１１月２１日 報道発表資料１  ニュースリリース 



 

３ 補正予算（案） 

 今回の補正予算（案）では、児童福祉法に基づき実施する小児慢性特定疾病に係る

医療費の公費負担のほか、東京都に委託している常備消防事務について、負担額が確

定したことによる不足額を補正するため、４億３,５００万円を増額計上しました。 

（１） 補正予算額［補正予算の概要Ｐ３］ 

区 分 補正前の額 補正額（案） 補正後の額 

一 般 会 計 2,403億7,600万円 4億2,000万円 2,407億9,600万円 

特 別 会 計 1,982億9,261万8千円  1,500万円 1,983億761万8千円 

公営企業会計 233億7,884万円 ― 233億7,884万円 

計 4,620億4,745万8千円 4億3,500万円 4,624億8,245万8千円 

 

（２） 一般会計の歳入予算の補正額［補正予算の概要Ｐ４］ 

区 分 補正前の額 補正額（案） 補正後の額 

15国庫支出金 541億4,902万円 3,581万円 541億8,483万円 

20繰 越 金 13億7,698万4千円  3億8,419万円 17億6,117万4千円 

 

（３） 一般会計の歳出予算の補正額［補正予算の概要Ｐ５］ 

区 分 補正前の額 補正額（案） 補正後の額 

2総 務 費 235億9,764万4千円 1億円 236億9,764万4千円 

4衛 生 費 199億9,285万5千円 7,162万円 200億6,447万5千円 

9消 防 費 77億1,590万円  2億4,838万円 79億6,428万円 

 



 

   

 

 

インフルエンザの状況について 
 

東京都は先日１３日、都内のインフルエンザ患者の報告数が基準値を上回ったとし

て、警報を発出しました。市内のインフルエンザの発生状況も拡大中であり、市民の皆

様におかれましては、こまめな手洗いやマスクの着用、ワクチン接種の検討などの対策

をお願いします。 

 

１ インフルエンザの発生状況 

 市内では、第３８週（９月１６日～２２日）に定点あたり１.１１人となり流行期に

入りました。その後の患者数は下表のとおりです。第４６週時点では定点あたり８３．

４１人となり、１５歳未満が７４.０％、６０歳以上が１.８％であり、小児が感染者層

の主体となっています。 

 

 第 39 週 第 40週 第 41週 第 42週 第 43週 第 44週 第 45週 第 46週 

東京都 

定点あたり 

患者数 

（患者報告数） 

1.96 

（818） 

3.31 

（1385） 

4.77 

（1990） 

5.59 

（2335） 

10.37 

（4333） 

23.69 

（9926） 

29.03 

（12133） 

44.75 

（18,707） 

八王子市 

定点あたり 

患者数 

（患者報告数） 

1.44 

（26） 

1.56 

（28） 

5.67 

（102） 

5.94 

（107） 

10.33 

（186） 

22.72 

（409） 

33.82 

（575） 

83.41 

（1,418） 

都の報道発

表 

10/2 

流行期 

   10/30 

注意報 

 11/13 

警報 

 

 

【参考】八王子市感染症発生動向調査（週報）・今週のトピックス 

https://www.city.hachioji.tokyo.jp/kurashi/hoken/007/009/002/p002853.html 
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＜問い合わせ＞ 

１・３・４について 保健所保健対策課長 荒川       電話６４５－５１６２ 

 ２について     学校教育部教育指導課長 古川     電話６２０－７３３０ 

 ５について     子ども家庭部子どものしあわせ課長 原 電話６２０－７３９１ 

 予防接種について  保健所健康づくり推進課長 志村    電話６４５－５１０２ 

令和７年（２０２５年）１１月２１日 報道発表資料２  ニュースリリース 

https://www.city.hachioji.tokyo.jp/kurashi/hoken/007/009/002/p002853.html


 

２ インフルエンザ様疾患による学級閉鎖 

 今年は昨年より早く、９月から感染が確認され、１１月に入ってからほぼ毎日、学級

閉鎖の情報が寄せられています。さらに１１月１７日には閉鎖件数が急増し、爆発的な

広がりを見せています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ インフルエンザにかからない、うつさないためのポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次ページあり 

 小学校 中学校 合計 

令和 7年 11月 20日現在で 

学級閉鎖中の学校 

19校 46学級 

403名  

6校 7学級 

62名  

25校 53学級 

465名  

令和 7年度 累計 

（令和 7年 11月 20日現在） 

43校 135学級 

1,133名 

25校 60学級 

548名 

68校 195学級 

1,681名 

流水と石けんによる 

こまめな手洗い 

室内のこまめな 

換気 

十分な休養 

バランスのより食事 

布やティシュ等で 

鼻と口をおさえる 

（咳エチケット） 



 

４ インフルエンザにかかったかもしれないと思ったときは 

 ・人込みへの外出を控え、無理せず十分に休養をとりましょう。 

 ・高熱が続く、呼吸が苦しい、意識状態がおかしいなど、具合が悪ければ早めに医療

機関を受診しましょう。 

 ・乳幼児や高齢者、妊婦、免疫力の低下、基礎疾患のある方は重症化しやすいため、

心配な場合は早めに医療機関を受診しましょう。 

 

 

 

 

 

 

５ インフルエンザの予防接種（１３歳未満の子どもの接種費用を助成） 

八王子市独自の取組として、子育て家庭の負担軽減のため、１３歳未満の子どもを

対象とした任意接種のインフルエンザワクチンについて、１０月１日から令和８年

１月３１日まで接種費用を助成しています。 

ア 対  象 接種当日に市内に住民登録のある、生後６か月から１２歳１１か月

までの方 

イ 助成内容  

 名 称 回数 助成額 

①  注射不活化ワクチン ２回接種 １回あたり２,０００円を上限 

②  経鼻生ワクチン １回接種 １回４,０００円を上限 

※経鼻生ワクチンは２歳以上が接種可能。①と②の併用不可 

ウ 接種期間 令和７年１０月１日～令和８年１月３１日 

エ 接種状況 

（１０月１日～

３１日） 

内 訳 

① 注射不活化ワクチン ② 経鼻生ワクチン 

１１,０２４人  ７,１９８人  ６５.３％ ３,８２６人  ３４.７％ 

オ 接種見込み人数 約２４,０００人分 

  

【参考】【１３歳未満】インフルエンザ予防接種費用助成 

https://www.city.hachioji.tokyo.jp/kurashi/hoken/007/ 

yobosesshu/koyobosesshu/p035736.html 

 

 

【参考】令和７年度（２０２５年度）高齢者インフルエンザ予防接種について 

https://www.city.hachioji.tokyo.jp/kurashi/hoken/007/ 

yobosesshu/koureiyobo/p035761.html 

https://www.city.hachioji.tokyo.jp/kurashi/hoken/007/yobosesshu/koyobosesshu/p035736.html
https://www.city.hachioji.tokyo.jp/kurashi/hoken/007/yobosesshu/koyobosesshu/p035736.html
https://www.city.hachioji.tokyo.jp/kurashi/hoken/007/yobosesshu/koureiyobo/p035761.html
https://www.city.hachioji.tokyo.jp/kurashi/hoken/007/yobosesshu/koureiyobo/p035761.html


 

                

 

 

日常生活用具給付等事業にスマートフォンを追加 

～情報・意思疎通支援用具として給付対象に～ 

 

 近年、デジタル技術の進展により、信号や点字ブロックの状況を音声で伝える機

能や、音声を文字に変換してコミュニケーションを支援するアプリケーションが登

場し、視覚・聴覚障害者の日常生活を支える社会へと変化しています。 

こうした技術の進歩を踏まえ、八王子市では、在宅で生活する重度の心身障害者

（児）の方々がより便利に過ごせるよう、必要な用具を給付する「日常生活用具給

付等事業」の対象品目を見直しました。 

従来の「アプリケーションとタブレット端末」に、都内自治体に先駆けて、新た

にスマートフォンを追加します。 

 

１ 概 要    

情報・意思疎通支援用具のうち、「視覚障害者支援用具」及び「携帯用会話補助

装置」について、アプリケーションと併せて給付する場合、従来のタブレット端

末に加え、スマートフォンを選択可能とします。 

※タブレットとスマートフォンの同時給付はできません。 

※給付決定前に購入されたものは、給付の対象となりません。 

 

２ 対 象 

  就学年齢以上で次のいずれかに該当する方 

① 視覚障害の手帳所持者 ② 音声言語機能障害の手帳所持者 

③ 肢体不自由の手帳所持者で音声言語の著しい障害を有する方（医師の意見書が必要） 

④ 聴覚障害４級以上の手帳所持者 

  

３ 基準額（給付の上限額） 

  5万円 

 

４ 開始日 

  令和７年（２０２５年）１１月１日 

 

＜問い合わせ＞  

福祉部障害者支援担当課長 長井 電話０４２－６２０－７３６６ 

令和７年（２０２５年）１１月２１日 報道発表資料３  ニュースリリース 

聴覚障害等級の要件

4級

１　両耳の聴力レベルが80デシベル以上のもの
　（耳介に接しなければ話声語を理解し得ないもの）
２　両耳による普通話声の最良の語音明瞭度が50パーセ
ント以下のもの

3級
両耳の聴力レベルが90デシベル以上のもの（耳介に接し
なければ大声語を理解し得ないもの）

2級
両耳の聴力レベルがそれぞれ100デシベル以上のもの
（両耳全ろう）



 

   

 

 

学生のアイデアを活かした取り組みについて 
 

学園都市の強みを活かし、学生のアイデアを市政に活かす取り組みを実施します。 

 

１ 学生発表会 

大学コンソーシアム八王子に加盟する大学等の学生が、技術・工学・産業技術をはじ

めとした日頃の研究成果や、八王子のまちづくりに関する提案などを一堂に会して発

表します。 

今年は２８５件の発表が、口頭発表やポスター発表、提案セッションに区分して行わ

れます。また、学生が市長に対し直接市政への提案を行う「八王子市長へ直接提案」を

開催します。 

（１）会  場  学園都市センター 

（八王子市旭町９ー１ 八王子スクエアビル１１・１２階） 

（２）発表件数  ２８５件（１６大学等の学生が参加）  

（３）申  込  不要、直接会場へ 

 

発表区分 内 容 日 時 

口頭発表 

スライドを投影し、研究成果などを

論理的・実証的にプレゼンテーショ

ンします。 

12月 6日（土）・7日（日） 

午前 9時 30分～午後 5時 45分

（7日は午後 3時 45分まで） 

ポスター・展

示セッション 

ポスターや展示物を使用し、研究成

果などを論理的・実証的にプレゼン

テーションします。 

12月 6日（土）・7日（日） 

午前 10時～午後 4時 30分 

提案 

セッション 

スライドを投影し、地域の活性化や

発展等が期待できる提案をプレゼ

ンテーションします。 

12月 7日（日） 

午前 9時 30分～午後 1時 30分 

八王子市長へ

直接提案 

スライドを投影し、八王子市長に直

接、市政への提案をプレゼンテーシ

ョンします。 

12月 7日（日） 

午後 2時 15分～午後 5時 10分 
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＜問い合わせ＞ 

 １・３について 市民活動推進部学園都市文化課長 南部  電話６２０-７４０９ 

 ２について   環境部廃棄物対策課長       河内  電話６２０-７４５８ 

令和７年（２０２５年）１１月２１日 報道発表資料４  ニュースリリース 



 

【参考】「八王子市長へ直接提案」発表タイトル 

 

２ 不法投棄・不適正処理防止をＰＲする啓発動画やデザインを募集 

 中日本高速道路株式会社東京支社と協力して、産業廃棄物の不法投棄や不適切な処

理の防止を呼びかけるための啓発動画やデザインを募集します。作品はパーキングエ

リアに設置されているデジタルサイネージで放映する予定です。 

 

（１）対  象 市内在住または在学の大学・大学院・短期大学・高等専門学校の学生 

（２）内  容 「不法投棄・不適正処理の防止」のＰＲ活動や啓発コンテンツ 

（画像もしくは動画） 

（３）募集期間 令和７年１２月１日～令和８年２月２７日 

（４）放映場所 中央自動車道石川パーキングエリア 

（５）放映期間 令和８年３月１９日～令和９年３月３１日 
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発表タイトル 所属 

地形情報を可視化したウォーキングマップ活用による大雨災

害時避難行動の促進 

帝京大学  

経済学部経済学科 

小さなバッジに宿る大きな八王子の誇り 

八王子織物で繋ぐ勲章バッジ制度 

拓殖大学  

工学部デザイン学科 

高齢者の笑顔創出と職員の負担軽減のロボット活用提案  

～八王子から発信する福祉×テクノロジーの未来～ 

創価女子短期大学  

国際ビジネス学科 

高尾山の動植物を知って残す体験 

～AI図鑑アプリを活用した教育プログラム～ 

拓殖大学  

工学部デザイン学科 

八王子市における生涯スポーツ推進に関する提案～中高生へ

のライフスキル教育を通じた持続的な生涯スポーツ推進～ 

法政大学  

スポーツ健康学部スポーツ健康学科 

八王子市における地域企業と大学の連携による STEAM 教

育推進の提案 

創価大学  

理工学部共生創造理工学科 

動画連携型ハザードマップの提案 

AIによる映像・音響生成の活用とマイルド表現 

拓殖大学  

工学部デザイン学科 

エンディングノートで空き家対策！住み続けられる町へ 

～空き家も市民も生き生きとするための終活支援～ 

創価大学  

法学部法律学科 



 

３ 八王子 eスポーツフェスタ 

多摩 eスポーツ学生団体では、学園都市・八王子の特色を活かし、年代や経験を問わ

ず誰でも楽しむことができる e スポーツを通じて、学生と地域の交流の創出をめざし

た「八王子 eスポーツフェスタ」を開催します。 

当日は八王子近郊の大学生及び社会人チームによる対抗戦と、実際にＰＣを使って

プレイの体験ができるゲーム体験会を行い、eスポーツに初めて触れる方も学生と交流

しながら楽しむことができるイベントとなっています。 

 

（１）開催日時 

令和７年（２０２５年）１２月２０日（土）午前１１時～午後６時３０分 

（２）会  場 

学園都市センター（八王子市旭町９－１ 八王子スクエアビル１１階） 

（３）内  容 

人気の対戦型ＦＰＳ（戦術系シューティング）ゲーム「ＶＡＬＯＲＡＮＴ」

（ヴァロラント）を使用した、大学生及び社会人 e スポーツチームによるト

ーナメント制の対抗戦やＰＣを使ってプレイを体験できるゲーム体験。 

（４）申し込み 

不要、直接会場へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：多摩 eスポーツ学生団体について 

帝京大学、明星大学、中央大学の学生による eスポーツ交流戦をきっかけ

に発足し、現在は９大学が参加し、多摩地域を拠点とした eスポーツイベン

トの企画・運営を行っている。 

【参加大学】帝京大学、明星大学、中央大学、工学院大学、桜美林大学、国

際基督教大学、成蹊大学、法政大学、武蔵野大学 



 

                

 

八王子の魅力ある子育て環境を発信 

～市公式インスタグラムの開設・子育て応援サポーターの活動発信～ 

 

八王子市では、市ホームページや広報はちおうじ、ソーシャル・ネットワーキング・

サービス（ＳＮＳ）などを通じて市政情報を発信していますが、このたび、より身近

で親しみやすい八王子の子育て情報をお届けすることを目的に、市公式インスタグラ

ム「すくてくグラム」を開設します。 

また、子育て応援サポーターである田中雅美さんが市内の子育て支援施設等を訪れ

た体験談を紹介する「すくてくコラム」を広報はちおうじに掲載します。これらを通

じて、豊かな自然や充実した教育・子育て支援サービスなど、八王子の子育て環境の

魅力を市内外に広く発信し、まちのブランド力向上を図っていきます。 

 

１ アカウント詳細 

（１）運用開始日 

   令和７年（２０２５年）１１月２１日（金） 

（２）アカウント名（ユーザーネーム） 

   【八王子市公式】すくてくグラム 

（@hachioji_sukuteku） 

 （３）今後発信予定の内容 

・子どもと出かけられるスポットの紹介 

・イベント情報 

・教育・子育て支援サービス 

 （４）投稿頻度 

   随時投稿予定 

 

２ 子育て応援サポーターの活動発信 

 シドニー五輪水泳の銅メダリストで本市の教育委員でもある子育て応援サポータ

ーの田中雅美さんに市の子育て環境のさまざまな魅力を実体験してもらい、その体験

談を「すくてくコラム」や「すくてくグラム」にて発信します。 

（１）広報はちおうじへの「すくてくコラム」掲載 

   初回、令和７年１２月１５日号に掲載後、随時、１５日号に掲載予定 

（２）市ホームページ及び子育て応援サイトへの「すくてくコラム」掲載 

  広報はちおうじへの掲載に連動して、掲載予定 

（３）「すくてくグラム」での発信 

  子育て応援サポーターの活動に応じ、随時発信予定 

 

＜問い合わせ＞  

１について 市長公室広報プロモーション課長 古関  電話０４２－６２０－７２２８ 

２について 子ども家庭部子どものしあわせ課長 原  電話０４２－６２０－７３９１            

令和７年（２０２５年）１１月２１日 報道発表資料５  ニュースリリース 



 

                

 

獣害対策について 
 

全国でクマの出没が相次ぎ、東北地方などで人的被害も発生しています。八王子市

では、日常生活圏での出没はありませんが、山間部では目撃情報があり、市民の皆様

や登山で利用される方々にあらためて注意を呼びかけます。 

 

１ TOKYOくまっぷにおける目撃情報など  

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※上図は、「情報の種類」、「クマの確度」の各パラメータをすべて設定して表示 

※八王子市の２０２５年の件数は３３件 

 

２ 市民へのお願い 

（１）寄せ付けないために 

・柿や栗などの果樹や農作物は早めに収穫し、取り残しをなくしましょう。 

・生ゴミやペットの餌は見えない、におわないように管理しましょう。 

・ヤブを刈って、クマが潜みやすい場所を減らしましょう。 

（２）遭遇しないために 

・早朝と夕方の山林やヤブの近くは注意しましょう。 

・鈴やラジオなどで音を出し、自分の存在を知らせましょう。 

 

 

次ページあり 

 

＜問い合わせ＞ 産業振興部獣害対策課長 氣賀澤 電話６２０－７３７５ 

令和７年（２０２５年）１１月２１日 報道発表資料６  ニュースリリース 



３ 市の獣害対策 

（１）本市では現在までに、日常生活圏への出没やクマによる人身、農作物、生

活環境被害は発生していません。TOKYOくまっぷでの情報に基づき、市内西部

の各施設や学校など※１に、ポスター掲示やチラシの配布を通じて注意喚起を

しているほか、環境局を通じて暗くなる前に下山を促す放送を高尾山山頂の

東京都高尾ビジターセンターに実施していただくなど、市民や登山者に向け

た注意喚起を行っています。 

（２）令和７年９月１日の改正鳥獣保護管理法の施行に伴い、市長より緊急銃猟

実施時における権限委譲と携帯する身分証明書の発行、人身・物損被害に対

する賠償責任保険への加入を行っています。 

緊急銃猟の実施にあたっては、東京都が市の要請に応じて緊急銃猟を行える

ハンターを派遣できる仕組みの整備を図っています。また、東京都において緊

急銃猟を想定した図上訓練が１０月３１日に実施され、本市職員もこれに参加

し、対応時の共有を図っています。 

（３）市民からクマらしき目撃情報が寄せられた場合には、専門の委託業者を現

場に派遣し、現地調査や必要に応じてパトロールを行っています。また、地

域ぐるみの獣害対策事業では、地域の皆様とサルやイノシシなどの野生獣を

誘引する放任果樹の収穫や草刈りなどを実施し、安全安心な地域環境の確保

に取り組んでいます。 

 

※１ 

各施設：東京都高尾ビジターセンター、八王子城跡ガイダンス施設、夕やけ小

やけふれあいの里、林野庁高尾の森ふれあい推進センター 

学校など：明治大学付属八王子中学・高等学校、聖パウロ学園高等学校、拓殖

大学 



▼投票サイト 

 

                

 

第１６回 ロケーションジャパン大賞にノミネート！ 

～アニメ「日々は過ぎれど飯うまし」×八王子市～ 

 

“この 1年で地域を盛り上げた作品とその地域”を決定する「ロケーションジャパ

ン大賞」のノミネート作品・地域が発表され、「テレビアニメ『日々は過ぎれど飯うま

し（略称：ひびめし）』×八王子市」がノミネートされました。「ひびめし」の作品と

しての力と、誘致や制作支援に係る地域の取組が評価されたものです。 

「ひびめし」については、地域の観光まちづくりを担う（公社）八王子観光コンベ

ンション協会がフィルムコミッション事業として、企画から制作段階まで一貫して支

援を行ってきました。八王子が作品の主な舞台として描かれ、南大沢や八王子駅周辺、

高尾山エリアなどで実在するお店やスポットが多数登場します。アニメ放映後は、こ

うした“聖地”を訪れる観光客の姿も目立っていました。 

大賞の決定にあたっては、一般の皆様の支持率も選考基準となっていますので、地

域の応援としてぜひ投票をお願いします。 
 

１ ロケーションジャパン大賞の概要  

主 催 者：ロケ地情報誌 ロケーションジャパン編集部 

ノミネート：８７地域・６７作品 

一般投票期間：令和７年１１月７日～１２月１２日 

選考結果公表：令和８年２月１９日 

投票サイト：https://locationjapan.net/newss/16ljgrandprix_nominate/ 

 

２ 『日々は過ぎれど飯うまし』（ひびめし）とは 

   令和７年４月から６月まで TOKYO MX ほかにて放送された、日常系オリジナルア

ニメーション。「食文化研究部」に所属する５人の女子大生が繰り広げる、食べて、

笑って、友情を深めていくハートフルコメディです。 

  アニメ公式サイト：https://hibimeshi.com/  

次ページあり 

＜問い合わせ＞ 

産業振興部観光課長 藤原  電話 ０４２-６２０-７３７８ 

令和７年（２０２５年）１１月２１日 お知らせ７  ニュースリリース 

https://locationjapan.net/newss/16ljgrandprix_nominate/
https://hibimeshi.com/


３ フィルムコミッションの支援内容 

（１）企画協力 

   令和５年３月にアニメーション制作会社から八王子市を舞台とする、グルメに

フューチャーした作品を制作したいという相談があり、物語のコンセプトに合った市

内飲食店、街並み等を紹介しました。 

（２）店舗等との調整、撮影立ち合い 

   物語に登場する店舗等の関係者との調整をはじめ、選定したスポットがイメー

ジと合致するか制作スタッフと現場に赴き確認し、素材集めの撮影に立ち合いま

した。 

（３）ＰＲ協力 

物語に登場する店舗等に、アニメの放映に合わせてポスター掲示の協力を依頼

しました。 

 

素材撮影の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 主な聖地 

 ・高尾山                ・道の駅八王子滝山 

 

 

 

 

 

 

 

・東京都立大学、JR八王子駅、京王高尾山口駅、三井アウトレットパーク多摩南大沢など 



 

                

 

 

 

デフリンピックのメダルケースを市内事業所が製作 
 

東京２０２５デフリンピックで使用されるメダルケース１,６７７個を、市内の事

業所「一般社団法人 kitokito」が、とうきょうの木（多摩産材）を活用し、kitokito

が運営する福祉作業所の障害者も関わり製作しています。 

１１月２３日には、駒沢オリンピック公園で開催される「TOKYOエシカルマルシェ」

に kitokitoがワークショップを出展します。ぜひ、現地で取材ください。 

 

１ 一般社団法人 kitokitoの概要 

（１）代表理事 

野口 省子 

（２）所在地・電話番号 

〒１９３-０８０１ 八王子市川口町９６１-６ 

０４２-６５９-０８４４ 

（３）事業内容 

木製品の企画・設計・製造・販売 

木育イベントの企画・実施 

福祉作業所（就労継続支援 B型）の運営 

（４）ホームページ 

https://kitokito.org/company/ 

 

２ TOKYOエシカルマルシェの概要 

（１）主催 

東京都 

（２）開催日程・時間 

２０２５年１１月２２日（土）～２４日（休） 

※kitokito の出展は１１月２３日（祝）１０：００～１６：００ 

（３）会場 

駒沢オリンピック公園 中央広場 

（東京都世田谷区駒沢公園１-１） 

（４）ホームページ 

https://www.ethical-action.tokyo/articles/5051/ 

 

＜問い合わせ＞ 福祉部障害者福祉課長 櫻田 電話０４２－６２０－７４７９ 

令和７年（２０２５年）１１月２１日 取材案内８  ニュースリリース 


